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(a)加速度検出部ウェーハ

(c)エアバッグ

静電容量式シリコンセンサの加速度検出部

加速度検出部の中央部のおもり(マス)および周囲の枠(フレーム)は,

る｡検出都全体は,シリコン単結晶であるため高い信頼性が得られる｡

制御モジュール内でエアバッグを展開きせるか否かの衝突判定を行う｡

自動車の安全性向.トニに対する社会の要求は年々高

まっており,｢安全+は｢環境+と並んで最も重要な

キーワードとなっている｡

自重水車側の安全対策としては,‾カー事故が起きた

ときに,乗員の被譜を最小限に抑えようとするパッ

シブセーフティと,運車云‾者の運転ミスなどに対し積

極的に事故の発チ巨そのものを防.1卜しようとするアク

ティブセーフティのことおi)の方法がある｡

日立製作所はパッシブセーフティに関しては,エ

アバッグシステムのキーデバイスとして,アクティ
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(写真提供:日産自動車株式会社)

半導体プロセスを利用したシリコンエッチング技術によって形成され

センサは,二のおもりの動きを電気的信号としてアナログ量でとらえ,

ブ∩己診断機能,3層構造による高精度桧山機能な

どを特長とする静電容量式のクラッシュセンサを偶

発した｡さらに,このセンサとRう‡H8マイコン(マイ

クロコンピュータ)を用いた信頼性の高いエアバッ

グモジュールも開発した｡

アクティ ブセーフテ ィ に関しては,ABS

(AntilockBrakeS)7Stem)のコントローラを開発す

るとともに,さらに次世代の寄合技術として日勤申

の前方状況を認識するカメラユニットなどのセンシ

ング技術の開発に取り組んでいる｡
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山 はじめに

自動車は人に便利さ,快適さ,そして夢を与えてくれ

る反面,交通事故発生などの問題のシーズともなってい

る｡このために,｢より一女全な自動車+の実現に向けてカ

ーメーカーおよび関係者の努力が続けられている｡

日動ヰ側の一女令対策としては,パッシブセーフティ(受

劫的`左食性)およびアクティブセーフティ(能動的安全

性)の二つのアプローチがとられる｡パッシブセーフティ

とは,万一事故が起きた際に,乗員への影響を最小限に

抑えようとするものである｡一方,アクティブセーフテ

ィは,運転者の運転ミスなどに対し横棒的に事故の発生

そのものを防止しようとするものである｡

ここでは,パッシブセーフティおよびアクティブセー

フティの二つの観点から,R立製作所が取り組んでいる

技術開発について述べる｡

8 パッシブセーフティ

パッシブセーフティは事故発牛時のナ女全性を高めるた

めのもので,特にエアバッグシステムは自動車社会に対

する安全意識の高揚が追い風となり,ニーズが増加して

いる｡

また,米l玉けはFMVSS208によって装着義務づけの法

規左があり,エアバッグシステムは導入期を抜け出し,

一汗及拡人期へ大きく踏み出そうとしている｡

エアバッグシステムは,衝突を検知するクラッシュセ

ンサ,衝突判定を行う制御モジュール,衝突時急速に膨

張して乗員を保護するバッグ,および膨張のためのガス

を発牛するインフレータによって構成される｡

2.1クラッシュセンサ

エアバッグシステムの衝突検知手法は,衝突による慣

性マスの移動を接点でとらえる機械式から,衝突を連続

のアナログ信号としてとらえる半導体加速度センサに進

化しつつある｡

センサはエアバッグシステムの最重要部品であり,高

い検出精度とともに不作動,誤動作に対して高い信頼性

が要)托される｡シリコンを材料として,半導体プロセス

を利円した静電容最式クラッシュセンサは,この要)Kに

こたえるものである｡

クラッシュセンサの外観と構成を図1に示す｡加速度

の検山部は,中央部のおもり(可勤電極)とそれを支える

2本の梁(はり),長方形の外枠が単結晶シリコンのウェ

ーハ上に一体で加丁されており,この微細な構造体の製
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おもりに加速度が加わるとその慣性力によって梁(はり)がたわ

み,可動電極と固定電極間の距離が変化する｡二のときの静電容量

変化を差動の形で容量検出器で取り出し,増幅,調整して出力とす

る｡実装にはキヤンを用いて信頼性を高めている｡

作にはマイクロマシニング技術を用いる1)｡

衝突によっておもりに加速度が加わると,梁には慣性

力でたわみが/巨じる｡このたわみによって子ヒじたおもり

と同左電極との例の静電容量の変化を寺川ICが検出し,

加速度に比例した電圧を刑ノJする｡

このセンサのおもな特長について以下に述べる｡

(1)センサおもり部の実加振によるアクティブ自己診

断,および出力の常時モニタによる作垂加寺の信頼性確保

(2)検山部3層構造の採川による温度変化に対する安定

した出力特性(精度5%,温度範囲-40～850c),優れた

耐落‾F衝撃性,および他軸感度(検出すべきでない軸から

の入ノJに対する出力特性)

2.2 エアバッグ制御モジュール

ー般的な電子式エアバッグシステムの制御モジュール

の構成概要を図2に示す｡制御モジュールは主にクラッ

シュセンサ,誤一亡(火に対しての光長系を構成するセーフ

イングセンサ,衝突判定阿路,点火信号を送り出す駆動

回路,電源投入時やその後連続的にシステムの故障検出

を行う診断l可路,および着火エネルギーを供給する電源
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図2 電子式エアバッグシステム制御モジュールの構成

半導体クラッシュセンサによって衝突時の加速度をアナログ量

で検出し,これをマイコンで解析することによって衝突か否かを判

定する｡

l‖柑各などで構成する｡

I‾†立製作怖が製品化したエアバッグ制御モジュールの

こうミな特長について以下に述べる｡

(1)アナログ衝突信号をRうンニH8マイコンで処理解析す

ることにより,各種の衝突を高精度,高速で判左処推し,

この結果,従米のセンサを複数佃使用する方式に代わり,

センサ1佃で検出できる方式(シングルポイント式)でエ

アバッグモジュールを実:呪

(2)クラッシュセンサを含むモジュール系全体の診断に

よる高い仁相性

(3)バッグごとの独‾市二した駆重力電源

田 アクティブセーフティ

アクティブセーフティは事故の未然防⊥Lを臼的として

おり,以下に述べる二つの安全技術に大別することがで

きる｡

3.1危険状態回避技術

危怜状態州遊技術を代表するものとして,ABSがあげ

られる｡ABSは,ぬれた路面,雪路,凍糸誹各など附りや

すい路何で急制動をかけた際の車輪のロックを防ぎ,操

舵性を確保しながら自助車を安定停止させるシステムで

ある｡

【+う二†二製作所が製品化したコントローラを搭載したシス

テムの構成を図3に示す｡ABSコントローラは,各車輪

速センサからの凹転信号をもとにスリップ率を演算しな

がら,適正なスリップ率で制動できるようにアクチュエ

ータ内蔵のソレノイドバルブを駆如し,各車輪のブレー

キ油圧を制御する｡電気系続に異常が発生した場介には
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図3 ABSの構成

ABSコントローラは,各車輪速センサからの信号をもとに,適正

なスリップ率が得られるように各車輪のブレーキ油圧を制御する｡

アクチュエータリレーをオフし,通常ブレーキ状態にす

るなどのフェイルセイフ機能とともに,各種目+診断機

能を備えて信楯件を確保している｡

3.2 危険状態未然防止技術

3.2.1危険予知警報システム

危険状態未然防止のためには,運転者の集小ノJ維持,

疲労軽減,視認性向_Lなど,人間の遵軌 心押を誇めた

幅の広い周辺技術が要求される｡

この小で,近年研究開発が清子邑化しているのが,lTl軌

中に認知･判断機能を持たせ,運転プ引二危険を幸細ける

高知能化システムである｡各社で研究開発が進められて

いるシステムの一例を図4にホす｡CCt)カメラ,レーダ

によって自車前方の中線,先行車の存在とヰr耶【i離,州

対速度が検知される｡これらの情報をもとに,i良貨装i至芸

が追突や,中線はみ什.しなどの危険度を瞬時に判断し,

ブザー,ディスプレイによって運転者に警報する｡

さらに,次のステップとして,警手削ゴかりでなくアク

チュエータを塙区勤してスロットル,ブレーキおよびステ

アリングを操作する日動運転システムも柏甜が進められ

ている2)｡このシステムが夫現すれば,事故の低減だけで

なく,適中去省の負糾軽減に関しても多大な効米が期待で

きる｡

3.2.2 前方認識力メラ

11立製作所は,上記システムを構成するためのキーデ

バイスとして,CCDカメラなど八開のト†の機能に州三上1

するセンシング技術の開発に力を注いでいる｡ここでは

二呪在開発中の前方認識を行うカメラユニットについて述

べる3)｡
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カメラ

奄鞄 レーダ
要望蟄

CCDカメラ

●車線検知

●先行車検知

レーダ

●距離検知

●相対速度検知

警報手段

(与;妄;三_ス)
●ブザー

●ティスプレイ

演算装置
●危険度判断

●警報判断
●アクチュエータ
駆動判断

危険予知警報

運転者

●スロットル

●ブレーキ

●ステアリング

アクチュエータ

自動運転

図4 危険予知警報システムの構成

CCDカメラ,レーダによって検知した車線,先行車との距離など

の情報をもとに,演算装置が危険度を判断し,必要に応じて警執

車両制御を行う.〕

カメラユニット(ボードカメラ)の構成､およびこのユ

ニットを=いてl′l小の追行レーンを認識した例を図5に

′+け｡カメラユニットは,CCDカメラ,映像信号処理DSP

(Di如talSigllalI)1-OCeSSOr),朗像処埠LSIおよび汎(は

ん)川マイコンによって構成している｡このユニットは,

カラー巾低から[川上の走行レーン,先行車などの付帯を

リアルタイムで認識処刑する｡画像処理を坤戟で実刑化

するには､多くの技術的課題があり,これらの改良に収

り糾.んでいる｡

田 おわりに

ここでは,11巾二製作所が耽り刹Lんでいるり軌中のな乍

技術について述べた｡これらはすべて【子ほ桝i側かJJの-りi

横根術である｡-▲ガ,【rl軌申とインフラストラクチャあ

毒与

CCDカメラ 画像処理+Sl

映像信号処理DSP 汎用マイコン(背面)

‰

図5 カメラユニットと自車走行レーンの認識

力メラユニットはCCDカメラ,映像信号処理DSP,画像処理LSlお

よび汎用マイコンで構成し,色および輝度情報をもとに自車レーン

をリアルタイムで抽出する｡

るいは日勤中と日勤車が協調しながら情報交換を行うよ

うな,白軌車およびインフラストラクチャを包括したシ

ステムの実現に向けて,ⅠVHS(Intelligent Vehicle-

HighⅥraySystems)など出家的なプロジェクトが｢l･米･

欧で進められている｡今後日_､■仁製作所も日勤中機器の開

発を通じて,｢より安全な日勤申+の実現に各Jブ▲してゆき

たい｡
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